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重光 ルマ ナオミ

世界への挑戦と
クローン病との闘い

日本消化器病学会は、消化器病学の発展を通じて

人々の健康と福祉に寄与することを目的とし、

とくに指定難病であるクローン病の啓発にも力を入れています。

今回の対談はミス・グランド・ジャパン2024日本代表として世界の舞台に立ち、

トップ20に選出された重光ルマナオミさんに、

16歳でクローン病の診断を受けて以降、

病気とともに歩みながら夢を追い続けてきた道のりを中心に、

語っていただきました。

久松　外食や会食の場での振る舞

いは、どうしていますか。

重光　いまは病気のことを自然に

伝えられるようになりました。相手が

気を遣ってくれることもありますが、

こちらから簡単に説明すれば過度な

心配にはなりにくい。メニュー選び

でも、量や調理法で工夫できること

がわかってからは、場の雰囲気を楽

しみながら無理なく過ごせています。

久松　カミングアウトは、重光さんの

その後のコミュニケーションを大き

く変えたのですね。

重光　はい。伝えることは怖いけ

れど、理解が得られると心が軽くな

ります。自分のペースを尊重しても

らえる環境を作ることが、結果的に

挑戦の幅を広げてくれました。

久松　本日は、ミス・グランド・ジャ

パン（以下、MGJ）2024の日本代表

として世界へ挑戦された重光さんに

お越しいただき、病気を携えての

日本代表への挑戦のリアル、そして

その先にある希望についてお話を

うかがっていきます。まず、MGJの

選考で病気をカミングアウトすると

いう難しい決断をされたことについ

て教えてください。

重光　私は16歳でクローン病と診

断されました。でも、最初は病気の

ことを人に話すのが怖かったです。

学校で「なぜ休むの？」「どうして入

院したの？」と聞かれても、曖昧にし

ていました。10代の頃はとにかく隠

すことを選んでいたように思います。

MGJの書類選考でも、病気を開示

することは自分にとって不利になる

のではないか、イメージに影響する

のではないかという不安が強くて、

最初は言えませんでした。

久松　最終的にカミングアウトを

決めたきっかけは何だったのでしょ

うか。

重光　レッスン中に体調を崩した

ことが転機になりました。病気のこ

とを知らない運営スタッフや周囲の

方に心配や負担をかけてしまうくら

いなら、正直に伝えようと思ったの

です。入院歴も含めてクローン病

だとお伝えしました。出場辞退も覚

悟してのカミングアウトでしたが、

不思議と自分の気持ちが軽くなり

ました。事務局の方々も理解してく

ださり、支えになってくれたことが

本当に大きかったです。

久松　16歳で診断され、カミング

アウトは20歳頃。4年間、抱え込ん

での学生生活は大変なご苦労だっ

たと思います。

重光　通院や入院が重なる時期は、

友人たちも気遣ってくれて触れては

きません。お弁当は両親が配慮して

作ってくれて、周りに気づかれない

よう自分で調整していました。見た

目ではわからない病気だからこそ、

知られないように振る舞うことが習

慣になっていました。

「食べられないもの」ではなく「食

べられる選択肢」に目を向けるよう

になりました。

久松　医学的にも、脂肪の摂り過

ぎは下痢を誘発するなど注意点は

ありますが、「天ぷらは絶対ダメ」

「焼肉は禁止」といった料理名ベー

スの一律禁止には根拠が乏しいこ

とが多いのです。体調の良い時に少

しずつ試し、食べられる範囲を広げ

るのはとても良いアプローチです。

重光　絶食や厳格な制限を経験す

ると、「食べられること」自体が喜びに

変わっていきます。家族や友人と食

卓を囲める日常がどれほど尊いか、

身にしみてわかりました。食は栄養

だけではなく心の栄養でもある。症

状が落ち着いている時期はそのあり

がたみを一層感じます。

久松　クローン病は腸の病気で、

食生活ととても密接です。MGJの

準備や現在までの活動で、どのよ

うに食と向き合ってきましたか。

重光　「悪化しやすい」とされる食

品を徹底して避けていました。何を

食べれば悪化するのかに過敏にな

りすぎて、厳しい食事制限が自分を

追い詰めた時期もありました。入院

中に絶食を経験した時は、「食べる

こと」から切り離される喪失感もあ

りました。けれど、何年も病気と向

き合っている中で、だんだん自分の

身体と病気を理解できるようにな

り、いまは「バランス」を最優先に

しています。制限がストレスになり

すぎないように、自分の心身が楽で

いられる範囲でコントロールする。

今は症状が安定しているため、量と

頻度に気をつけながら、食を自由

に楽しめています。

久松　インターネットなどで厳しい

「食事制限リスト」も多く出ていま

す。どのように情報を取捨選択して

きましたか。

重光　最初は主治医からの説明や

パンフレット、インターネットに出て

いる「避けたほうがいいリスト」を

頼りに、そのまま生活に適用してい

ました。正直、絶望的に感じまし

た。「食べちゃいけないものだらけ

で、これから何を楽しみにしたらい

いのだろう」と。でも、実際に生活

していく中で、体調、量、調理法、

食べるタイミングの工夫などで、同

じ食品でも違うことがわかってきま

した。少しずつ試し、危なそうなら

控え、いけるものは取り入れる。自

分に合った基準ができてからは、

久松　これから挑戦したいこと、

そして希少疾患のNPO活動につい

て教えてください。

重光　診断後の4～5年は、「病気

のせいで無理」と可能性を閉ざして

いました。MGJへの挑戦も、最初は

本当に迷いました。でも、病気を受

け入れて周囲に正直に伝えること

で、支援や理解が得られると知り

ました。病気を「欠点」ではなく

「個性」と考えられるようになった

のは大きな転換点です。今後はモ

デルとして本格的に活動し、日本と

世界の架け橋になりたい。そして、

難病の啓発やNPO活動を継続し、

患者さんと社会の橋渡し役も担って

いきたいです。

久松　世界での活躍が、同じ病を持

つ人たちの希望になります。われ

われ医師にとっても励みになります。

重光　ありがとうございます。私自身、
MGJで結果を残せたことが、クローン

病患者としても大きな自信になりまし

た。この経験が同じ境遇の方々の背

中を少しでも押せたらうれしいです。

久松　医療従事者の伝え方や社

会の在り方について、要望があれ

ばお聞かせください。

重光　「何でもOK」と言いづらいこ

とは理解しています。ただ、「ダメ」

とだけ言われると、患者さんは視

野が狭くなってしまいます。例えば

「体調が良い時は少量から試して

みましょう」「こういう調理法なら負

担が少ないかもしれません」といっ

た、希望が持てる言い回しのアドバ

イスに変えていただくと、患者さんの

気持ちは大きく変わると思います。

もう一つは、クローン病の認知度

の低さです。学校や職場で「伝わら

ない」場面がまだ多いので、啓発が

広がれば、患者さんや家族はもっと

暮らしやすくなるはずです。

久松　医療従事者にとっては「ダ

メ」と言ってしまう方が「これなら大

丈夫」と言うよりはるかに簡単なの

だと思います。でも、長く付き合う

病気だからこそ、前向きなコミュニ

ケーションが大切だと改めて感じま

した。認知度向上についても、学会

や医療従事者が積極的に取り組む

べき課題ですね。

重光　医療従事者の方の言葉は、

患者さんにとって指針です。可能

性を閉ざさない言葉がけが増えれ

ば、挑戦しやすい社会につながる

と思います。

久松　日々の自己管理で意識して

いることは何ですか。

重光　まずは体調のサインに敏感で

いること。睡眠、ストレス、食事内

容や量、活動量のバランスを取る

こと。とくに「ストレス」は症状の悪

化要因だと感じています。だからこ

そ、食事制限も「やり過ぎてストレ

スになる手前」で止める。旅行や外

食の前後に消化に優しいものを選

ぶ、脂質が多いメニューは量を控え

る、辛いものは体調次第で、といっ

た自分なりのルールを作っています。

完璧を目指さず、続けられる調整を

することがコツですね。

久松　とても現実的で、長く続けら

れる工夫です。医学的にも、個人

個人の体調と経験に基づく微調整

は重要です。

今後、世界でのお仕事も増えてい

くと思います。世界の食はどう楽し

もうと思いますか。

重光　基本は「少量から試す」。未

知の料理でも、体調が安定していれ

ばまずは一口食べて、合うとわかれ

ば少しずつ取り入れる。合わないと

思えば無理をしない。チャレンジは

好きですが、身体の声も同時に聞く

ようにしています。そうやって食べら

れる選択肢が増えていくのは、とて

も前向きな気持ちになります。

久松　最後に、患者さんやそのご家

族へのメッセージをお願いします。

重光　MGJは、病気を抱える私に

とっても大きな希望になりました。

最初から「無理」と決めつけないで、

日々の中の小さな目標、例えば体

調に合わせて「練習量を少しずつ

増やす」「昨日よりも長く16.5㎝の

ステージ用ヒールを履いてみる」などを

積み重ねていくことが、自信と可能

性を育ててくれました。病気を抱えな

がら生きるのは簡単ではありません。

でも、可能性は閉ざされていません。

自分のペースで小さな一歩を踏み出

してほしいです。

久松　患者さんのポジティブさは、

医療従事者にとっても大きな力です。

私たちも治療だけでなく、挑戦の後

押しになるような診療を続けたいと

思います。

今日は貴重なお話をありがとうご

ざいました。
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メ」と言ってしまう方が「これなら大

丈夫」と言うよりはるかに簡単なの

だと思います。でも、長く付き合う

病気だからこそ、前向きなコミュニ

ケーションが大切だと改めて感じま

した。認知度向上についても、学会

や医療従事者が積極的に取り組む

べき課題ですね。

重光　医療従事者の方の言葉は、

患者さんにとって指針です。可能

性を閉ざさない言葉がけが増えれ

ば、挑戦しやすい社会につながる

と思います。

久松　日々の自己管理で意識して

いることは何ですか。

重光　まずは体調のサインに敏感で

いること。睡眠、ストレス、食事内

容や量、活動量のバランスを取る

こと。とくに「ストレス」は症状の悪

化要因だと感じています。だからこ

そ、食事制限も「やり過ぎてストレ

スになる手前」で止める。旅行や外

食の前後に消化に優しいものを選

ぶ、脂質が多いメニューは量を控え

る、辛いものは体調次第で、といっ

た自分なりのルールを作っています。

完璧を目指さず、続けられる調整を

することがコツですね。

久松　とても現実的で、長く続けら

れる工夫です。医学的にも、個人

個人の体調と経験に基づく微調整

は重要です。

今後、世界でのお仕事も増えてい

くと思います。世界の食はどう楽し

もうと思いますか。

重光　基本は「少量から試す」。未

知の料理でも、体調が安定していれ

ばまずは一口食べて、合うとわかれ

ば少しずつ取り入れる。合わないと

思えば無理をしない。チャレンジは

好きですが、身体の声も同時に聞く

ようにしています。そうやって食べら

れる選択肢が増えていくのは、とて

も前向きな気持ちになります。

久松　最後に、患者さんやそのご家

族へのメッセージをお願いします。

重光　MGJは、病気を抱える私に

とっても大きな希望になりました。

最初から「無理」と決めつけないで、

日々の中の小さな目標、例えば体

調に合わせて「練習量を少しずつ

増やす」「昨日よりも長く16.5㎝の

ステージ用ヒールを履いてみる」などを

積み重ねていくことが、自信と可能

性を育ててくれました。病気を抱えな

がら生きるのは簡単ではありません。

でも、可能性は閉ざされていません。

自分のペースで小さな一歩を踏み出

してほしいです。

久松　患者さんのポジティブさは、

医療従事者にとっても大きな力です。

私たちも治療だけでなく、挑戦の後

押しになるような診療を続けたいと

思います。

今日は貴重なお話をありがとうご

ざいました。

「
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」
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重光 ルマ ナオミ

世界への挑戦と
クローン病との闘い

久松　外食や会食の場での振る舞

いは、どうしていますか。

重光　いまは病気のことを自然に

伝えられるようになりました。相手が

気を遣ってくれることもありますが、

こちらから簡単に説明すれば過度な

心配にはなりにくい。メニュー選び

でも、量や調理法で工夫できること

がわかってからは、場の雰囲気を楽

しみながら無理なく過ごせています。

久松　カミングアウトは、重光さんの

その後のコミュニケーションを大き

く変えたのですね。

重光　はい。伝えることは怖いけ

れど、理解が得られると心が軽くな

ります。自分のペースを尊重しても

らえる環境を作ることが、結果的に

挑戦の幅を広げてくれました。

久松　本日は、ミス・グランド・ジャ

パン（以下、MGJ）2024の日本代表

として世界へ挑戦された重光さんに

お越しいただき、病気を携えての

日本代表への挑戦のリアル、そして

その先にある希望についてお話を

うかがっていきます。まず、MGJの

選考で病気をカミングアウトすると

いう難しい決断をされたことについ

て教えてください。

重光　私は16歳でクローン病と診

断されました。でも、最初は病気の

ことを人に話すのが怖かったです。

学校で「なぜ休むの？」「どうして入

院したの？」と聞かれても、曖昧にし

ていました。10代の頃はとにかく隠

すことを選んでいたように思います。

MGJの書類選考でも、病気を開示

することは自分にとって不利になる

のではないか、イメージに影響する

のではないかという不安が強くて、

最初は言えませんでした。

久松　最終的にカミングアウトを

決めたきっかけは何だったのでしょ

うか。

重光　レッスン中に体調を崩した

ことが転機になりました。病気のこ

とを知らない運営スタッフや周囲の

方に心配や負担をかけてしまうくら

いなら、正直に伝えようと思ったの

です。入院歴も含めてクローン病

だとお伝えしました。出場辞退も覚

悟してのカミングアウトでしたが、

不思議と自分の気持ちが軽くなり

ました。事務局の方々も理解してく

ださり、支えになってくれたことが

本当に大きかったです。

久松　16歳で診断され、カミング

アウトは20歳頃。4年間、抱え込ん

での学生生活は大変なご苦労だっ

たと思います。

重光　通院や入院が重なる時期は、

友人たちも気遣ってくれて触れては

きません。お弁当は両親が配慮して

作ってくれて、周りに気づかれない

よう自分で調整していました。見た

目ではわからない病気だからこそ、

知られないように振る舞うことが習

慣になっていました。

「食べられないもの」ではなく「食

べられる選択肢」に目を向けるよう

になりました。

久松　医学的にも、脂肪の摂り過

ぎは下痢を誘発するなど注意点は

ありますが、「天ぷらは絶対ダメ」

「焼肉は禁止」といった料理名ベー

スの一律禁止には根拠が乏しいこ

とが多いのです。体調の良い時に少

しずつ試し、食べられる範囲を広げ

るのはとても良いアプローチです。

重光　絶食や厳格な制限を経験す

ると、「食べられること」自体が喜びに

変わっていきます。家族や友人と食

卓を囲める日常がどれほど尊いか、

身にしみてわかりました。食は栄養

だけではなく心の栄養でもある。症

状が落ち着いている時期はそのあり

がたみを一層感じます。

久松　クローン病は腸の病気で、

食生活ととても密接です。MGJの

準備や現在までの活動で、どのよ

うに食と向き合ってきましたか。

重光　「悪化しやすい」とされる食

品を徹底して避けていました。何を

食べれば悪化するのかに過敏にな

りすぎて、厳しい食事制限が自分を

追い詰めた時期もありました。入院

中に絶食を経験した時は、「食べる

こと」から切り離される喪失感もあ

りました。けれど、何年も病気と向

き合っている中で、だんだん自分の

身体と病気を理解できるようにな

り、いまは「バランス」を最優先に

しています。制限がストレスになり

すぎないように、自分の心身が楽で

いられる範囲でコントロールする。

今は症状が安定しているため、量と

頻度に気をつけながら、食を自由

に楽しめています。

久松　インターネットなどで厳しい

「食事制限リスト」も多く出ていま

す。どのように情報を取捨選択して

きましたか。

重光　最初は主治医からの説明や

パンフレット、インターネットに出て

いる「避けたほうがいいリスト」を

頼りに、そのまま生活に適用してい

ました。正直、絶望的に感じまし

た。「食べちゃいけないものだらけ

で、これから何を楽しみにしたらい

いのだろう」と。でも、実際に生活

していく中で、体調、量、調理法、

食べるタイミングの工夫などで、同

じ食品でも違うことがわかってきま

した。少しずつ試し、危なそうなら

控え、いけるものは取り入れる。自

分に合った基準ができてからは、

久松　これから挑戦したいこと、

そして希少疾患のNPO活動につい

て教えてください。

重光　診断後の4～5年は、「病気

のせいで無理」と可能性を閉ざして

いました。MGJへの挑戦も、最初は

本当に迷いました。でも、病気を受

け入れて周囲に正直に伝えること

で、支援や理解が得られると知り

ました。病気を「欠点」ではなく

「個性」と考えられるようになった

のは大きな転換点です。今後はモ

デルとして本格的に活動し、日本と

世界の架け橋になりたい。そして、

難病の啓発やNPO活動を継続し、

患者さんと社会の橋渡し役も担って

いきたいです。

久松　世界での活躍が、同じ病を持

つ人たちの希望になります。われ

われ医師にとっても励みになります。

重光　ありがとうございます。私自身、
MGJで結果を残せたことが、クローン

病患者としても大きな自信になりまし

た。この経験が同じ境遇の方々の背

中を少しでも押せたらうれしいです。

久松　医療従事者の伝え方や社

会の在り方について、要望があれ

ばお聞かせください。

重光　「何でもOK」と言いづらいこ

とは理解しています。ただ、「ダメ」

とだけ言われると、患者さんは視

野が狭くなってしまいます。例えば

「体調が良い時は少量から試して

みましょう」「こういう調理法なら負

担が少ないかもしれません」といっ

た、希望が持てる言い回しのアドバ

イスに変えていただくと、患者さんの

気持ちは大きく変わると思います。

もう一つは、クローン病の認知度

の低さです。学校や職場で「伝わら

ない」場面がまだ多いので、啓発が

広がれば、患者さんや家族はもっと

暮らしやすくなるはずです。

久松　医療従事者にとっては「ダ

メ」と言ってしまう方が「これなら大

丈夫」と言うよりはるかに簡単なの

だと思います。でも、長く付き合う

病気だからこそ、前向きなコミュニ

ケーションが大切だと改めて感じま

した。認知度向上についても、学会

や医療従事者が積極的に取り組む

べき課題ですね。

重光　医療従事者の方の言葉は、

患者さんにとって指針です。可能

性を閉ざさない言葉がけが増えれ

ば、挑戦しやすい社会につながる

と思います。

久松　日々の自己管理で意識して

いることは何ですか。

重光　まずは体調のサインに敏感で

いること。睡眠、ストレス、食事内

容や量、活動量のバランスを取る

こと。とくに「ストレス」は症状の悪

化要因だと感じています。だからこ

そ、食事制限も「やり過ぎてストレ

スになる手前」で止める。旅行や外

食の前後に消化に優しいものを選

ぶ、脂質が多いメニューは量を控え

る、辛いものは体調次第で、といっ

た自分なりのルールを作っています。

完璧を目指さず、続けられる調整を

することがコツですね。

久松　とても現実的で、長く続けら

れる工夫です。医学的にも、個人

個人の体調と経験に基づく微調整

は重要です。

今後、世界でのお仕事も増えてい

くと思います。世界の食はどう楽し

もうと思いますか。

重光　基本は「少量から試す」。未

知の料理でも、体調が安定していれ

ばまずは一口食べて、合うとわかれ

ば少しずつ取り入れる。合わないと

思えば無理をしない。チャレンジは

好きですが、身体の声も同時に聞く

ようにしています。そうやって食べら

れる選択肢が増えていくのは、とて

も前向きな気持ちになります。

久松　最後に、患者さんやそのご家

族へのメッセージをお願いします。

重光　MGJは、病気を抱える私に

とっても大きな希望になりました。

最初から「無理」と決めつけないで、

日々の中の小さな目標、例えば体

調に合わせて「練習量を少しずつ

増やす」「昨日よりも長く16.5㎝の

ステージ用ヒールを履いてみる」などを

積み重ねていくことが、自信と可能

性を育ててくれました。病気を抱えな

がら生きるのは簡単ではありません。

でも、可能性は閉ざされていません。

自分のペースで小さな一歩を踏み出

してほしいです。

久松　患者さんのポジティブさは、

医療従事者にとっても大きな力です。

私たちも治療だけでなく、挑戦の後

押しになるような診療を続けたいと

思います。

今日は貴重なお話をありがとうご

ざいました。
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久松　外食や会食の場での振る舞

いは、どうしていますか。

重光　いまは病気のことを自然に

伝えられるようになりました。相手が

気を遣ってくれることもありますが、

こちらから簡単に説明すれば過度な

心配にはなりにくい。メニュー選び

でも、量や調理法で工夫できること

がわかってからは、場の雰囲気を楽

しみながら無理なく過ごせています。

久松　カミングアウトは、重光さんの

その後のコミュニケーションを大き

く変えたのですね。

重光　はい。伝えることは怖いけ

れど、理解が得られると心が軽くな

ります。自分のペースを尊重しても

らえる環境を作ることが、結果的に

挑戦の幅を広げてくれました。

久松　本日は、ミス・グランド・ジャ

パン（以下、MGJ）2024の日本代表

として世界へ挑戦された重光さんに

お越しいただき、病気を携えての

日本代表への挑戦のリアル、そして

その先にある希望についてお話を

うかがっていきます。まず、MGJの

選考で病気をカミングアウトすると

いう難しい決断をされたことについ

て教えてください。

重光　私は16歳でクローン病と診

断されました。でも、最初は病気の

ことを人に話すのが怖かったです。

学校で「なぜ休むの？」「どうして入

院したの？」と聞かれても、曖昧にし

ていました。10代の頃はとにかく隠

すことを選んでいたように思います。

MGJの書類選考でも、病気を開示

することは自分にとって不利になる

のではないか、イメージに影響する

のではないかという不安が強くて、

最初は言えませんでした。

久松　最終的にカミングアウトを

決めたきっかけは何だったのでしょ

うか。

重光　レッスン中に体調を崩した

ことが転機になりました。病気のこ

とを知らない運営スタッフや周囲の

方に心配や負担をかけてしまうくら

いなら、正直に伝えようと思ったの

です。入院歴も含めてクローン病

だとお伝えしました。出場辞退も覚

悟してのカミングアウトでしたが、

不思議と自分の気持ちが軽くなり

ました。事務局の方々も理解してく

ださり、支えになってくれたことが

本当に大きかったです。

久松　16歳で診断され、カミング

アウトは20歳頃。4年間、抱え込ん

での学生生活は大変なご苦労だっ

たと思います。

重光　通院や入院が重なる時期は、

友人たちも気遣ってくれて触れては

きません。お弁当は両親が配慮して

作ってくれて、周りに気づかれない

よう自分で調整していました。見た

目ではわからない病気だからこそ、

知られないように振る舞うことが習

慣になっていました。

「食べられないもの」ではなく「食

べられる選択肢」に目を向けるよう

になりました。

久松　医学的にも、脂肪の摂り過

ぎは下痢を誘発するなど注意点は

ありますが、「天ぷらは絶対ダメ」

「焼肉は禁止」といった料理名ベー

スの一律禁止には根拠が乏しいこ

とが多いのです。体調の良い時に少

しずつ試し、食べられる範囲を広げ

るのはとても良いアプローチです。

重光　絶食や厳格な制限を経験す

ると、「食べられること」自体が喜びに

変わっていきます。家族や友人と食

卓を囲める日常がどれほど尊いか、

身にしみてわかりました。食は栄養

だけではなく心の栄養でもある。症

状が落ち着いている時期はそのあり

がたみを一層感じます。

久松　クローン病は腸の病気で、

食生活ととても密接です。MGJの

準備や現在までの活動で、どのよ

うに食と向き合ってきましたか。

重光　「悪化しやすい」とされる食

品を徹底して避けていました。何を

食べれば悪化するのかに過敏にな

りすぎて、厳しい食事制限が自分を

追い詰めた時期もありました。入院

中に絶食を経験した時は、「食べる

こと」から切り離される喪失感もあ

りました。けれど、何年も病気と向

き合っている中で、だんだん自分の

身体と病気を理解できるようにな

り、いまは「バランス」を最優先に

しています。制限がストレスになり

すぎないように、自分の心身が楽で

いられる範囲でコントロールする。

今は症状が安定しているため、量と

頻度に気をつけながら、食を自由

に楽しめています。

久松　インターネットなどで厳しい

「食事制限リスト」も多く出ていま

す。どのように情報を取捨選択して

きましたか。

重光　最初は主治医からの説明や

パンフレット、インターネットに出て

いる「避けたほうがいいリスト」を

頼りに、そのまま生活に適用してい

ました。正直、絶望的に感じまし

た。「食べちゃいけないものだらけ

で、これから何を楽しみにしたらい

いのだろう」と。でも、実際に生活

していく中で、体調、量、調理法、

食べるタイミングの工夫などで、同

じ食品でも違うことがわかってきま

した。少しずつ試し、危なそうなら

控え、いけるものは取り入れる。自

分に合った基準ができてからは、

久松　これから挑戦したいこと、

そして希少疾患のNPO活動につい

て教えてください。

重光　診断後の4～5年は、「病気

のせいで無理」と可能性を閉ざして

いました。MGJへの挑戦も、最初は

本当に迷いました。でも、病気を受

け入れて周囲に正直に伝えること

で、支援や理解が得られると知り

ました。病気を「欠点」ではなく

「個性」と考えられるようになった

のは大きな転換点です。今後はモ

デルとして本格的に活動し、日本と

世界の架け橋になりたい。そして、

難病の啓発やNPO活動を継続し、

患者さんと社会の橋渡し役も担って

いきたいです。

久松　世界での活躍が、同じ病を持

つ人たちの希望になります。われ

われ医師にとっても励みになります。

重光　ありがとうございます。私自身、
MGJで結果を残せたことが、クローン

病患者としても大きな自信になりまし

た。この経験が同じ境遇の方々の背

中を少しでも押せたらうれしいです。

久松　医療従事者の伝え方や社

会の在り方について、要望があれ

ばお聞かせください。

重光　「何でもOK」と言いづらいこ

とは理解しています。ただ、「ダメ」

とだけ言われると、患者さんは視

野が狭くなってしまいます。例えば

「体調が良い時は少量から試して

みましょう」「こういう調理法なら負

担が少ないかもしれません」といっ

た、希望が持てる言い回しのアドバ

イスに変えていただくと、患者さんの

気持ちは大きく変わると思います。

もう一つは、クローン病の認知度

の低さです。学校や職場で「伝わら

ない」場面がまだ多いので、啓発が

広がれば、患者さんや家族はもっと

暮らしやすくなるはずです。

久松　医療従事者にとっては「ダ

メ」と言ってしまう方が「これなら大

丈夫」と言うよりはるかに簡単なの

だと思います。でも、長く付き合う

病気だからこそ、前向きなコミュニ

ケーションが大切だと改めて感じま

した。認知度向上についても、学会

や医療従事者が積極的に取り組む

べき課題ですね。

重光　医療従事者の方の言葉は、

患者さんにとって指針です。可能

性を閉ざさない言葉がけが増えれ

ば、挑戦しやすい社会につながる

と思います。

久松　日々の自己管理で意識して

いることは何ですか。

重光　まずは体調のサインに敏感で

いること。睡眠、ストレス、食事内

容や量、活動量のバランスを取る

こと。とくに「ストレス」は症状の悪

化要因だと感じています。だからこ

そ、食事制限も「やり過ぎてストレ

スになる手前」で止める。旅行や外

食の前後に消化に優しいものを選

ぶ、脂質が多いメニューは量を控え

る、辛いものは体調次第で、といっ

た自分なりのルールを作っています。

完璧を目指さず、続けられる調整を

することがコツですね。

久松　とても現実的で、長く続けら

れる工夫です。医学的にも、個人

個人の体調と経験に基づく微調整

は重要です。

今後、世界でのお仕事も増えてい

くと思います。世界の食はどう楽し

もうと思いますか。

重光　基本は「少量から試す」。未

知の料理でも、体調が安定していれ

ばまずは一口食べて、合うとわかれ

ば少しずつ取り入れる。合わないと

思えば無理をしない。チャレンジは

好きですが、身体の声も同時に聞く

ようにしています。そうやって食べら

れる選択肢が増えていくのは、とて

も前向きな気持ちになります。

久松　最後に、患者さんやそのご家

族へのメッセージをお願いします。

重光　MGJは、病気を抱える私に

とっても大きな希望になりました。

最初から「無理」と決めつけないで、

日々の中の小さな目標、例えば体

調に合わせて「練習量を少しずつ

増やす」「昨日よりも長く16.5㎝の

ステージ用ヒールを履いてみる」などを

積み重ねていくことが、自信と可能

性を育ててくれました。病気を抱えな

がら生きるのは簡単ではありません。

でも、可能性は閉ざされていません。

自分のペースで小さな一歩を踏み出

してほしいです。

久松　患者さんのポジティブさは、

医療従事者にとっても大きな力です。

私たちも治療だけでなく、挑戦の後

押しになるような診療を続けたいと

思います。

今日は貴重なお話をありがとうご

ざいました。
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気を遣ってくれることもありますが、

こちらから簡単に説明すれば過度な

心配にはなりにくい。メニュー選び

でも、量や調理法で工夫できること

がわかってからは、場の雰囲気を楽

しみながら無理なく過ごせています。
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重光 ルマ ナオミ

世界への挑戦と
クローン病との闘い
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ミス・グランド・インターナショナル
（MGI・世界大会）

世界一豪華でSNSに長けている世界最大級の華やかな

国際コンテスト。

「世界平和」をテーマに、女性活躍推進と社会発信に重きを

置いた活動を行っている。

ミス・グランド・ジャパン
（MGJ・日本大会）

MGI世界大会に出場する日本代表を選考する大会。

女性活躍推進を軸に、国際社会で活躍できる人材育成に

取り組み、大会後もキャリア支援・起業支援などに注力

している。
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